
令和元年度はこの５年間の振り返りとこれからの５年間を考えます。

　山都町では、町のまちづくりの全体像を示す『総合計画』と地域の具体的な取り組みを示す『地
域ビジョン（28の未来図）』を一体的に進めることによって、地域と行政が一緒になった協働の
まちづくりを進めています。

この『やまとが輝く 28 の未来図』は、平成 25 年 11 月から約
半年間をかけ、全自治振興区でそれぞれ３回の『やまと未来図ワー
クショップ』を開催し、のべ 1,400 人の住民参加により策定し
ました。

未来図にはこんなことが載っています。
　・キャッチフレーズ
　・地域の「たからもの」
　・これからも大切にしたいこと
　・新たに取り組みたいこと
　・地域の「チャレンジ」

※28の未来図については、平成 27年に各世帯へお配りしておりますが、再度必要とされる方は問合せ先まで
御連絡ください。

１回目
28 自治振興区毎に、７月から 10月の間
で開催します。

５年前の未来図にはどんなことが
描いてあったかな？

平成 27 年からの５年間でどんな
ことができたかな・・・

２回目
28 自治振興区毎に、11 月から 12 月の
間で開催します。

これからどんなことをしたいかな
～どんなことができるかな

みんなで協力すれば地域の課題も
解決できるかな

　ワークショップにはどなたでも参加できます。それぞれの地域の開催日は防災無線若しくは
山都町ホームページにて御確認ください。順次お知らせいたします。

問合せ先　企画政策課　☎ 72-1214

やまと未来図

ワークショップ
開 催開 催

やまと未来図ワークショップを開催します。
有
機
の  
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上
うえだ

田 潤
じゅんいちろう

一郎さんと恵美さん
小笹

「
有
限
会
社　

く
ま
も
と
有
機
の
会
」

「
有
機
野
菜
も
安
全
、
安
心
だ
け
で
は
だ

め
で
、
お
い
し
く
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。」

「
消
費
者
は
舌
が
肥
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
有
機
野
菜
が
手
に
は
入
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。」

　

上
田
潤
一
郎
さ
ん
は
、
有
機
農
産
物
の

流
通
・
小
売
事
業
を
行
う
「
有
限
会
社　

く
ま
も
と
有
機
の
会
」
の
代
表
取
締
役
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
締
役
の
６
年
を

経
て
代
表
取
締
役
と
な
り
、
現
在
４
年
目

で
す
。
本
社
は
御
船
町
小お

ざ
か坂

に
あ
り
、
前

身
の
株
式
会
社
熊
本
有
機
農
産
流
通
セ
ン

タ
ー
時
代
を
含
め
て
、
設
立
か
ら
43
年
目

を
迎
え
ま
す
。
同
社
に
出
荷
す
る
生
産
者

49
人
の
う
ち
、
山
都
町
の
生
産
者
が
17
人

と
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
熊
本

市
内
な
ど
の
消
費
者
約
４
０
０
戸
に
、
毎

週
有
機
野
菜
の
配
達
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
卸
事
業
は
全
体
の
売
上
げ
の
３
分

の
２
を
占
め
る
主
力
事
業
で
、
兵
庫
、
大

阪
、
東
京
の
生
協
や
給
食
事
業
者
な
ど
約

１
０
０
件
と
取
引
が
あ
り
ま
す
。

「
消
費
者
の
家
族
の
数
が
減
っ
て
き
ま
し

た
。
若
い
人
向
け
の
野
菜
セ
ッ
ト
や
売
り

方
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
新
聞
折

込
な
ど
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
、
Ｐ
Ｒ
も
し
て

い
ま
す
。」

　

上
田
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
に
矢
部
高
校

農
業
科
を
卒
業
後
、就
農
し
ま
す
。
当
時
、

父
親
の
（
故
）
上
田
富ふ

き

お
來
男
さ
ん
は
町
議

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
３
人
兄
弟
の
長
男
で
、
農
業
を
継
ぐ
も

の
と
思
っ
て
は
じ
め
ま
し
た
。」

　

経
営
は
お
米
と
露
地
ト
マ
ト
で
、
慣
行

栽
培
で
し
た
。
就
農
し
て
10
年
は
そ
れ
を

続
け
ま
す
が
、
次
第
に
「
農
薬
を
使
い
た

く
な
い
」
と
の
気
持
ち
が
出
て
き
ま
す
。

「
周
り
に
有
機
農
業
を
し
て
い
る
人
も
い

た
の
で
、
露
地
ト
マ
ト
に
農
薬
を
使
わ
な

い
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、
全
然
だ
め
で

し
た
。」

　

そ
れ
か
ら
作
る
作
物
を
変
え
、
サ
ト
イ

モ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
比
較
的
農
薬
を
使
わ

な
く
て
い
い
「
根
物
」
を
、
有
機
栽
培
で

作
る
こ
と
に
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
除
草

剤
や
殺
虫
剤
を
使
わ
な
い
防
除
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

「
草
対
策
と
土
作
り
は
、
例
え
ば
ニ
ン
ジ

ン
で
は
、『
太
陽
熱
養よ

う
じ
ょ
う生

処
理
』
と
言
っ

て
、夏
に
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
で
畑
を
覆
い
、

地
温
の
積
算
温
度
を
600
度
か
ら
700
度
に
上

げ
、
そ
の
状
態
を
一
定
期
間
保
つ
こ
と
で

草
が
生
え
な
く
な
り
ま
す
」

「
虫
の
被
害
が
あ
る
レ
タ
ス
や
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
で
覆
う
こ
と
で
防

ぎ
ま
す
。」

　

現
在
は
、
有
機
栽
培
で
は
難
し
い
と
さ

れ
る
果
菜
類
の
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
、
ミ
ニ

パ
プ
リ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
も
作
っ
て
い

ま
す
。

「
有
機
農
業
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
消

費
者
か
ら
直
接
『
あ
な
た
の
作
っ
た
も
の

は
お
い
し
い
』と
言
わ
れ
ま
す
。た
だ
、『
こ

の
前
の
は
、
お
い
し
く
な
か
っ
た
』
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
消
費
者
の
声
が
大
事
で
、

生
産
者
は
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
努
力
を

し
な
い
と
売
れ
ま
せ
ん
。」

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
く
ま
も

と
有
機
の
会
の
倉
庫
が
全
壊
す
る
な
ど
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
物
流
が
打

撃
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
好
調
だ
っ
た
業
績

が
３
年
経
っ
た
今
で
も
、
復
調
し
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
熊
本
地

震
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
信
用
が
現

れ
た
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
有
機
農
業
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
く
つ
き
合
っ

て
き
た
取
引
先
が
、
食
料
や
飲
み
物
、
そ

れ
に
シ
ー
ト
な
ど
の
物
資
を
持
っ
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。」

「
有
機
農
業
は
、信
用
、信
頼
が
大
事
で
す
。

農
薬
を
使
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
相
手
は

生
産
の
現
場
を
ず
っ
と
見
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
以
後
、
お
互
い
の

信
頼
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
ま
し
た
。」

　

昭
和
52
年
に
、
旧
矢
部
町
で
「
第
３
回

有
機
農
業
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
山
都
町
で
は
早
く
か
ら
有
機
農
業
が

盛
ん
で
す
。
こ
の
有
機
農
業
に
関
わ
る「
有

機
の
人
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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